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2019年度後期「講義に対する学生評価」における全教員の得点分布

人

数

得　　点

部局別教員の平均点と最高・最低点



科目名：医学英語Ⅰ A　（医学科第１学年通年／必修）
　履修者数：106　配付数：105　回収数：104　回収率：99.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　医学英語Ⅰ A　担当教員
　学生は授業の演習に熱心に取り組んでいました。語学という性質上、授業外の取り組みが個人のレベルアップに重要になっ
てきます。今年度は、英作文の基本的な小テストを取り入れました。取り上げた英文は日英語の比較をする上で重要な事項を
集めたものですので、自学自習に役立ててください。来年度以降も専門文献の読解力の向上と読解から論文執筆への応用を
見据えての英語力を高めることを期待しています。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.2 3.9 2.7 3.6 3.8 3.6 3.9

科目名：医学英語Ⅰ B　（医学科第１学年通年／必修）
　履修者数：106　配付数：104　回収数：90　回収率：86.5％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　医学英語Ⅰ B　担当教員
　This year’s first year medical students proved themselves to be more that adept at the challenges of English.  As future 
doctors they will need a command of English in order to work in an increasingly global society.  Doctors need not only 
the fundamentals of English grammar, but a mindset that has them looking outward.  The first year medical students 
appeared eager to communicate in English and a desire to learn more.  I hope their enthusiasm will continue and, as they 
get closer to becoming doctors, they will continue to study and learn English.

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.3 4.3 3.5 4.1 4.3 4.1 4.4
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科目名：基礎生物学　（医学科第１学年通年／必修）
　履修者数：108　配付数：107　回収数：103　回収率：96.3％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　基礎生物学　担当教員
　本科目の目標は、基本的な生命現象のメカニズムを分子・細胞レベルで理解し、論理的説明できるようになることです。
そのためには、多くの知識を学び、それらを関連付けて知識のネットワークを築くことが重要です。また、理解したことを的
確に説明するためには生物用語を正しく使えるようになることも必要です。これらは、やがて疾病のメカニズムを理解し説明
できることにつながるはずです。評価では、問１（予習）と問４（復習）のポイントの低さは相変わらずですが、問７（学習意
欲）のポイントが高いことは嬉しく思います。今年度は、担当教員が１名減の２名となりましたが、従来通りの講義は提供で
きたと思っています。総合評価（4.3）は昨年度より0.4ポイント増でした。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.5 4.0 3.3 4.0 3.8 4.2 4.3

科目名：医用物理学　（医学科第１学年通年／必修）
　履修者数：108　配付数：108　回収数：98　回収率：90.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　医用物理学　担当教員
　総合評価（問8）は、受講生に物理（高校分野）の得意な学生、不得意な学生、及び未履修の学生がいる中、４（過去
最高の評価）であった。素直にうれしい。個別の評価（問１～７）も過去最高であったことから、多くの学生が興味を持って
積極的に取り組んでくれたものと推察する。今年度頂いた評価を維持しつつ、更に興味を抱いてもらえるよう改善に努めます。
担当して頂いた先生には、この場をお借りしてお礼申し上げます。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.4 4.0 3.5 4.0 3.9 3.8 4.0

科目名：基礎化学　（医学科第１学年通年／必修）
　履修者数：107　配付数：88　回収数：80　回収率：90.9％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　基礎化学　担当教員
　講義内容について幅広い感想が見られますが、以下の事項を理解して下さい。
　・「基礎化学」では、医学の基礎を理解するために、“基礎医学を学ぶ前に必ず ”学習すべきことを教えています。
　・「基礎化学」の内容は、高等学校の「化学」とよく似ていますが、概念を深く掘り下げ、他分野とも連結する広範な 
　　ものです。高校とは “根本的に違う ”と思って下さい。
　・化学は現象を具体的で詳細に扱う特徴がありますが、「基礎化学」では基本となる少数の基本原理を学び、それらを単 
　　純な論理で結びつけることで物質はもちろん生体内の現象も理解できることを学びます。”暗記科目“ではありません。 
　　背景や理由を理解せずに言葉を表面的に記憶するのでは「基礎化学」を理解できません。成績に大きく影響しますので、 
　　くれぐれも誤解のないように。
　・“講義資料”はページ数が多いですが、記憶することが多いのではありません。始めに説明している基本原理を理解すれば、 
　　その後の資料はたやすく自力で理解できます（つまり、“要点 ”は始めに全て説明されています）。この点を誤解する人が 
　　毎年いて、成績にも悪影響を及ぼします。十分注意して下さい。
　・“講義資料”は補助資料に過ぎません。教科書と講義の両面から理解し、必要なら教員に質問したり図書館やネットで 
　　調べるというのが本筋です。“講義資料”を “教科書 ”と勝手に誤解しないように。“講義資料”には “論理の流れ”は 
　　書かれていません。このことを理解できていないとよい成績には結びつきません。論理的に理解することが重要です。
　以上のことを正しく理解し、（質問や相談が）必要なら迷わず行動できる人は皆良い成績を収めることができます。大学の
科目、特に自然科学系の科目を習得するには、日常的な努力の積み重ねに加えて、思考力と行動力の大きな成長が となり
ます。皆さんが大学生にふさわしい思考力と行動力を一日も早く発揮してくれるよう、大いに期待しています。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.5 4.0 3.3 3.3 2.9 3.0 3.2
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科目名：発生遺伝学　（医学科第１学年後期／必修）
　履修者数：108　配付数：106　回収数：96　回収率：90.6％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　発生遺伝学　担当教員
　総合ポイントは3.9（昨年度3.8）でした。本科目は15コマ１単位の、時間枠の小さな講義科目ですが、内容はヒトの発
生と遺伝の基礎から先天異常や遺伝性疾患のメカニズムにまで及んでいます。初年次の科目ですが、学修到達目標は高いレ
ベルに設定しています。そのため、資料を配付するなどして学生に予習と復習を求めています。しかし、関連項目（問１と問４）
のポイントが示すように、主体的学修の状況は必ずしも期待通りではありませんでした。一方、出席状況（問２）は良好であり、
科目の重要性は理解しているようです。学生から、講義の進め方や扱う内容について意見が寄せられました。講義は学生の
ものであることを認識し、それらの意見を次年度の授業改善に生かしたいと考えています。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.5 4.7 3.9 2.7 3.5 3.5 3.8 3.9

科目名：分子生物学　（医学科第１学年後期／必修）
　履修者数：108　配付数：90　回収数：77　回収率：85.6％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　分子生物学　担当教員
　コーディネーターが変わったことによって教員間の連携がスムーズに行くかどうかを少し心配していましたが、各問に関して
は昨年度とほぼ同様の評価であったことから、概ね講義は順調に進んだものと考えています。分子生物学は進歩の早い分野
でもありますので、基本を押さえつつ、最新の話題もできるだけ提供できるように講義を工夫していきたいと思います。また、
manabaをより積極的に活用し、レポートや小テストを行うなど、コンテンツの充実をはかって学習を支援していきたいと考え
ています。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.7 4.5 4.1 3.3 3.6 3.5 3.8 3.9

科目名：医学英語Ⅱ A　（医学科第２学年通年／必修）
　履修者数：132　配付数：129　回収数：109　回収率：84.5％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　医学英語Ⅱ A　担当教員
　医学英語の読解力を培うとともに、医学英語論文の構成に基づく読解ができるようになることを意図していました。毎回の
授業課題にしっかり取り組んでくれたという印象を持っています。入試経路の多様化を考慮し、課題の量を調整したため、少
し物足りないといった印象を持った学生さんもいたようです、今後対応を考えていきます。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.3 3.9 3.2 3.6 3.6 3.6 3.6

科目名：医学英語Ⅱ B　（医学科第２学年通年／必修）
　履修者数：132　配付数：132　回収数：113　回収率：85.6％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　医学英語Ⅱ B　担当教員
　I appreciate the comments from the second year medical students. Students showed a high command of English in 
their ability to communicate with me and with each other.  As future doctors they will need this ability in international 
conferences and when speaking to non-Japanese doctors here in Japan.  They will also need English to analyze research 
written in English.  The second year students already have a good command of English, but I hope they will continue 
to improve their English abilities.  From what I have seen of the second year students, I am confident they will become 
doctors with high levels of English proficiency.

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.4 4.0 3.1 3.6 3.6 3.6 3.9

第180号 令和2年9月16日



科目名：医療概論Ⅱ　（医学科第２学年後期／必修）
　履修者数：133　配付数：131　回収数：110　回収率：84.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　医療概論Ⅱ　担当教員
　医学の進歩や社会の変化に伴い、医療や医学研究への倫理的な対応についての考え方も変わっていきます。今回のこのコー
スで学んだことを基礎にして、それらの変化をアップデートしていって下さい。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.9 4.0 3.5 2.9 3.5 3.7 3.5 3.7

科目名：機能形態基礎医学Ⅱ　（医学科第２学年通年／必修）
　履修者数：134　配付数：133　回収数：112　回収率：84.2％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　機能形態基礎医学Ⅱ　担当教員
　
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 3.8 3.7 3.2 3.4 3.2 3.8 3.8

科目名：病理学　（医学科第２学年後期／必修）
　履修者数：133　配付数：131　回収数：101　回収率：77.1％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　病理学　担当教員
　講義日程が過密であること、講義終了後から期末試験までの期間が短いことに対する不満が多くみられた。これに関して
は新カリキュラムで改善したいと考えている。今後は学生の理解が進むように、できるだけポイントを押さえた講義を心がけ
ていきたい。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.2 3.8 3.3 3.5 3.3 3.8 3.8

科目名：微生物学　（医学科第２学年後期／必修）
　履修者数：133　配付数：133　回収数：119　回収率：89.5％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　微生物学　担当教員
　医学部における微生物学は、細菌とウイルスの性状・発症病理・臨床像・疫学・診断法・予防・治療法について学習するため、
その範囲は非常に多岐に渡ります。そのため、病原細菌・ウイルスに関し、今後も自立学習をしていただきたいと思います。また、
次年度以降もスライド、図、グラフ等を用いて学生の知識欲を高める講義にしたいと考えています。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 4.0 3.7 3.0 3.4 3.5 3.7 3.9
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科目名：寄生虫学　（医学科第２学年後期／必修）
　履修者数：133　配付数：133　回収数：102　回収率：76.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　寄生虫学　担当教員
　寄生虫学は中間宿主、終宿主、媒介生物など多種にわたる生物の複雑な相互関係を学ばなければなりません。そのため、
文章のみでは説明しづらい箇所は、図などを多用し講義を行っています。また、動画も多用し、より深く理解してもらうように
務めています。学生の皆さんには、知識がなければ現場で応用できないため、基礎的な知識の習得を心がけて欲しいと思い
ます。今後も、学生の知識欲を高めるような講義にしたいと考えています。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 4.0 3.5 2.9 3.0 2.9 2.9 3.1

科目名：薬理学　（医学科第２学年後期／必修）
　履修者数：133　配付数：121　回収数：33　回収率：27.3％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　薬理学　担当教員
　薬理学の講義は、薬物の生体での薬理作用を理解し、これを説明できるようになることを目的としています。少ないコマ数
で、様々な疾患に使用される薬物の薬理作用を講義しているため、細かい説明が不足し、理解しにくいこともあったかもしれ
ません。コメント頂いた講義に対する希望については、manaba を活用するなどにより実現していきたいと考えています。しかし、
どの診療科でも薬物は使われますので、日頃から、薬物がどのようにして効いているのか考える習慣をつけて下さい。きっと
役に立つと思います。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.6 4.5 3.7 2.7 3.1 3.0 3.2 3.3

科目名：基礎医学特論　（医学科第２学年後期／必修）
　履修者数：133　配付数：110　回収数：47　回収率：42.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　基礎医学特論　担当教員
　基礎医学特論は、基礎医学講座の各講座の研究内容についてそれぞれの講師に紹介してもらうオムニバス形式の講義とし
て実施しました。内容が多岐にわたり、また、最新の研究内容の紹介であるため、理解が難しいのではないかと心配しましたが、
科目全体に対する満足度は3.4でした。研究内容を深く理解することは困難だと思われますが、いろんな分野の講義を聴く
ことで、基礎医学研究の重要性を認識してもらえれば、と思います。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.2 4.0 3.2 2.4 3.1 3.1 3.2 3.4

科目名：医療概論Ⅲ　（医学科第３学年通年／必修）
　履修者数：118　配付数：116　回収数：86　回収率：74.1％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　医療概論Ⅲ 担当教員
　医療概論Ⅲは、医事法制、ワークライフバランス、補完医療である漢方医学で構成されています。特に漢方については、
昨年の授業評価の結果から「内容にばらつきが生じている」ことが明らかになり講師間での情報の共有を図ることで改良が
加えられました。漢方独自の診察方法を学ぶ「証」の実習時間は、安定した高い評価を得ています。漢方は国家試験問題と
して出題されていることもあり、今後とも試験と出席状況で評価していく方針です。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.8 4.2 3.6 2.9 3.6 3.6 3.6 3.7
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科目名：腫瘍学１　（医学科第３学年後期／必修）
　履修者数：118　配付数：118　回収数：101　回収率：85.6％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　腫瘍学１　担当教員
　例年と同様の試験を行ったが、試験中に複数の問題の選択肢にミスが見つかり、数回にわたり訂正することになった。こ
れはコーディネーターによる最終確認が不足していたことによるもので、学生諸君に迷惑をおかけしたことをお詫びしたい。
来年度はこのようなことがないようにしたい。また、講師の先生方と腫瘍学１の全体構成について打ち合わせを行い、より魅
力ある科目にしていきたいと考えている。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.3 3.7 3.2 3.2 3.2 3.3 3.3

科目名：生体調節医学　（医学科第３学年後期／必修）
　履修者数：118　配付数：115　回収数：71　回収率：61.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　生体調節医学　担当教員
　生体調節医学は、糖尿病、内分泌、腎泌尿器疾患に関して、内科学講座循環・呼吸・神経病態内科学分野、病態代謝内
科学分野、泌尿器科、小児科、耳鼻咽喉科の各所属教員により開講されている。予習、復習・宿題に関する学生自己評価は、
それぞれ3.0、2.9点と低い。学ぶ疾患数が多いため、自学自習の必要性もあり、次年度からはmanabaを活用しての講義
体制も検討したい。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 3.8 3.6 2.9 3.5 3.6 3.6 3.7

科目名：生体防御医学　（医学科第３学年後期／必修）
　履修者数：120　配付数：120　回収数：87　回収率：72.5％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　生体防御医学　担当教員
　血液疾患、感染症、自己免疫疾患を扱う本コースは、臨床医学でも重要な位置を占めることは間違いない。全体として評
価は3.7であり改善の余地がある。気になるのは、予習したか？復習したか？の項目が3.0, 3.1と低いことであり自発的な学
習が十分でないことを危惧する。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 4.0 3.6 3.1 3.5 3.6 3.7 3.7

科目名：精神・神経病態医学　（医学科第３学年後期／必修）
　履修者数：120　配付数：120　回収数：42　回収率：35.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　精神・神経病態医学 担当教員
　全体としてアンケ―ト回収率が３５％と低く、アンケート回収率をアップさせるべきである。学生の評価として判断すること
は困難である。全体として３．９と良好な評価であったが、改善余地はあると考えられる。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.6 4.1 3.9 3.6 3.8 3.8 3.8 3.9
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科目名：感覚器病態医学　（医学科第３学年後期／必修）
　履修者数：119　配付数：119　回収数：70　回収率：58.8％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　感覚器病態医学　担当教員
　本科目は、眼科、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、皮膚科、歯科口腔外科の４科の講義で構成されている。
　問2の評点が高い一方、問4と6の評点は低い。ぜひ予習復習の習慣を身につけてもらいたい。本科目は各講義の専門
性が高く、教官が工夫しており、問２，３，７，８は高評価を得てたことは、教員として嬉しく受け止めているところである。
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.6 4.2 3.8 3.5 3.6 3.4 3.8 3.7

科目名：生殖発達医学　（医学科第３学年後期／必修）
　履修者数：119　配付数：118　回収数：51　回収率：43.2％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　生殖発達医学　担当教員
　授業への出席率が高く、産婦人科、小児科、泌尿器科など多数の診療科がオムニバス形式で行う授業であるが、満足度の
結果からはある程度本企画が評価されているものと判断する。学生のコメントにあるように試験日程に関しては、今後検討す
る予定である。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.5 4.1 3.9 3.5 3.7 3.5 3.7 3.7

科目名：臨床遺伝学コース　（医学科第３学年後期／選択必修）
　履修者数：7　配付数：7　回収数：3　回収率：42.9％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　臨床遺伝学コース　担当教員
　臨床遺伝学は、講義はできるだけ少なくしており、情報の収集、伝達の方法について、患者さんの立場と医師の立場を経
験できるよう構成されています。ロールプレイセッションでは、医療面接でのBad Newsの伝え方から始まり、患者さんのオー
トノミーに配慮した医療面接のあり方を体験してもらっています。それ以外には、家系図の書き方や遺伝情報の調べ方などの
演習を組み合わせております。
　「非常の学びの多い授業でした」「とても満足度の高い有意義な授業でした」「是非とも後輩に受けてほしいです」などうれ
しいコメントをいただきました。今年の評価は、昨年度の4.5とよりあがり5.0（回収率が半分なので参考価です）でした。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
4.3 5.0 5.0 4.0 4.3 4.7 5.0 5.0

科目名：生体構造機能蛋白・病態解析コース　（医学科第学３年後期／選択必修）
　履修者数：91　配付数：82　回収数：26　回収率：31.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　生体構造機能蛋白・病態解析コース　担当教員
　問8の総合評価では3.9をいただきました。科目内容では問6で示した難易度で3.5、問7で示した学習意欲は3.5と評
価をいただきました。これからもう少し難度をアップすることで、最新の知識など授業内容に工夫を重ね、学習意欲が高まる
ように配布資料や授業方法の改善に取り組みます。これからも病態解析に関わる先端的データなどを紹介して学生の興味を
高めるように努力いたします。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.2 4.3 3.6 2.9 3.5 3.5 3.6 3.9
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科目名：救急・プライマリーケアコース　（医科第３学年後期／選択必修）
　履修者数：20　配付数：20　回収数：16　回収率：80.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　救急・プライマリーケアコース　担当教員
　本コースは，3学年を対象に少人数で，できるだけプラクティカルな講義と，参加者自身が自分で考える機会を設けること
を主旨として行っております。例年希望者が多く20名限定ということで設定し，今年度もプライマリーケアの基礎知識と実際
を学ぶことができたという，非常に高い評価を頂きました。
　今後も，実践的な診療・処置の習得を主眼に、より中身の濃いものにしていきたいと考えております。
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
4.1 5.0 4.4 4.4 4.5 4.4 4.9 4.9

科目名：睡眠医学コース　（医学科第３学年後期／選択必修）
　履修者数：34　配付数：34　回収数：16　回収率：47.1％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　睡眠医学コース　担当教員
　睡眠への関心の高まりとその重要性が認識されつつある現代社会において、本コースのような睡眠医学に関する系統だった
教育は全国医学部においても稀有である。受講した学生より提出されたレポートの水準は高く、今後、さらに洗練された最先
端の講義内容を展開したい。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.4 4.3 3.8 3.3 3.7 4.0 3.8 3.5

科目名：感覚器医学の最先端コース　（医科第３学年後期／選択必修）
　履修者数：75　配付数：66　回収数：24　回収率：36.4％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　感覚器医学の最先端コース　担当教員
　感覚器医学の基礎・臨床、そして最先端まで各領域の専門科が講義した。学生による評価では、出席に関しては4と5の
みで、評価表の回収率も36％台と講義に対する意識は向上していたが、予習・復讐に関してはスコア1，2もおり、能動的に
学習しようとする意識はみえてこない。難易度と総合評価では4を中心としていたものの学習意欲では2の評価もあり、今後
の学習意欲向上につながる有意義な講義となるよう心掛けたい。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.4 4.7 3.9 3.3 3.7 3.9 3.8 3.8

科目名：EBM・CPC コース　（医科第３学年後期／選択必修）
　履修者数：9　配付数：9　回収数：2　回収率：22.2％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　EBM・CPC コース　担当教員
　開講し14回目を迎えた。前半をEBMコース ,後半をCPCコースで構成し、即臨床実習・研修で役立つ生きた知識・考え
方を習得出来るよう心がけた。本年度の選択者は9名と例年より少し受講者が多く皆学習意欲が強く、個々の学生へ対応を
密に行うことが出来、各自が積極的に取り組み順調に進んだ印象である。総合評価は回収率が低く信憑性が薄いが例年同
様5点満点で満足できるものであり、来年以降も同様な構成でコースを進める。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 4.0 5.0 5.0
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科目名：臨床薬理学コース　（医科第３学年後期／選択必修）
　履修者数：89　配付数：84　回収数：28　回収率：33.3％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　臨床薬理学コース　担当教員
　臨床薬理学は、第２学年で学習した基礎薬理学の原理を、臨床に応用する際に必須となる分野である。本コースでは、そ
の理解のために、薬物の投与法から薬物療法の問題点に至るまで、臨床の各分野で御活躍の先生に、その専門分野の講義
を行って頂いた。今後も各科の先生に御協力頂き、さらに臨床薬理学の理解に寄与するコースにしていきたいと考えている。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.2 4.6 3.6 3.0 3.7 4.1 4.0 4.1

科目名：ニューロサイエンスコース　（医学科第学３年後期／選択必修）
　履修者数：15　配付数：15　回収数：9　回収率：60.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　ニューロサイエンスコース　担当教員
　本年度の「ニューロサイエンスコース」の受講学生は15名であり，例年よりも低い受講率であった．うち，６名の学生（40％）
から有効なアンケート結果が得られ，この科目は満足できる（4.7/5.0 満点）との高評価を頂いた．しかし，９名の学生（60%）
からは肯定的にも否定的にも意見は得られなかったことから，本科目に対する学生の興味は極めて薄い（無関心）と考えられる．
今後，本科目開講の必要性を問う必要がある．
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.7 5.0 4.7 4.0 4.2 4.5 4.7 4.7

科目名：糖尿病・内分泌Up-Date コース　（医学科第３年後期／選択必修）
　履修者数：14　配付数：14　回収数：4　回収率：28.6％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　糖尿病・内分泌Up-Date コース　担当教員
　糖尿病・内分泌疾患に関連した最先端医学知識を、解剖学、生化学、薬理学、内科学、小児科学、産婦人科学、泌尿器科学、
整形外科学、眼科学、臨床検査医学の多角的視点から学習する選択コースである。昨年度より、受講対象は3年生のみとなっ
ている。出席率とともにレポートを評価項目に含むためか、受講者数は14名、そのうち3名からの学生評価である。評価項目、
回収手順について再考予定である。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.0 3.7 3.3 3.7 3.7 3.7 3.7

科目名：英語Ⅰ A　（看護学科第１学年通年／必修）
　履修者数：59　配付数：59　回収数：58　回収率：98.3％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　英語Ⅰ A　担当教員
　全体的に授業での演習に熱心に取り組んでいました。今年度は演習に使う英文の語数を増やしたこともあり、最初は大変
だったと思いますが、後半は読解のスピードも上がっていました。普段の生活において中々英語に触れることがないかもしれ
ませんが、少しでも意識しておくことが語学のトレーニングには大切ですので頑張ってください。皆さんから頂いたコメントを
見ますと、扱うテーマの工夫やグループワークをもっと取り入れていくべきだとも感じています。来年度以降も英語力を高める
ことを期待しています。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.9 4.1 4.0 3.6 3.9 3.9 3.5 3.8
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科目名：英語Ⅰ B　（看護学科第１学年通年／必修）
　履修者数：59　配付数：59　回収数：58　回収率：98.3％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　英語Ⅰ B　担当教員
　I would like to thank the first year nursing students for their encouraging comments.  This year’s class of nursing 
students impressed me with their hard work and enthusiasm.  Learning English requires students to be actively involved 
in class activities and everyone did their utmost when participating in pair work and group work activities. There are 
many opportunities in the field of health care which can only be realized by acquiring English proficiency. I hope the first 
year nursing students will continue to work hard and improve their English skills as they move towards graduation.

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.4 4.0 4.2 3.3 4.0 3.9 3.7 4.1

科目名：人間生涯発達論　（看護学科第１学年通年／必修）
　履修者数：61　配付数：49　回収数：43　回収率：87.8％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　人間生涯発達論　担当教員
　2019カリキュラムの新規開講科目で、受精から老年期までを一貫して、発達の視点から人間を理解しようとするものである。
全体として平均3.9、科目全体の満足度4.0と良い評価であった。学生自身は毎回出席（4.3）し、授業内容を理解しようと
努力している（4.0）。問４の復習・宿題は行っている（3.9）ようだが、問１の事前準備としての予習が2.6と低かった。学生の
予習意欲が高まるよう事前学習課題などを検討する。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.6 4.3 4.0 3.9 3.9 4.2 4.0 4.0

科目名：地域包括ケア論Ⅰ　（看護学科第１学年通年／必修）
　履修者数：61　配付数：60　回収数：56　回収率：93.3％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　地域包括ケア論Ⅰ　担当教員
　2019カリキュラムから開講の本科目は、地域活動に参加し地域住民と交流を図りながら地域包括ケアの実践者を目指して
学習を進めています。学外活動も多く、希望の活動に参加できなかったりスケジュール調整が難しかったりと、座学とは違う
課題もありました。教員も試行錯誤しながらのスタートでしたが、地域の皆さんと旭川医科大学学生に繋がりができ、今後の
活動が期待されています。トップランナーの学年として良い授業にしていきましょう。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 5.0 4.5 4.3 4.4 4.4 4.3 4.3

科目名：形態機能学　（看護学科第１学年通年／必修）
　履修者数：59　配付数：59　回収数：58　回収率：98.3％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　形態機能学　担当教員
　学生の評価は例年に比べやや低かった。それに伴い自由記載での要望・提案が例年より多くあり、可能な限り対応してい
きたいと考えている。その中で、講義資料の（manaba 上での）公開期間を限定しないでほしいとの要望があった。講義資
料はダウンロードすることを前提に公開しているが、ダウンロードせず、モニタで見るだけの学生がいるようである。一度ネッ
ト環境の「基本的な」使い方を説明する必要があると思っている。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.1 3.7 3.3 3.4 3.3 3.9 3.9
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科目名：病理学総論　（看護学科第１学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：61　回収数：61　回収率：100.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　病理学総論　担当教員
　この科目は、従来2年生で開講していた旧カリキュラム病態学の総論部分を、1単位の科目として独立させたものでした。
また旧カリキュラム感染免疫学の免疫学含まれています。旧カリキュラムの内容を引き継いで、manabaに確認ドリルを用意し、
知識の定着をはかる構成にしました。開講の時期として早い可能性を危惧していましたが、全体の満足度についての評価ポ
イント4.4と比較的高く、試験の結果も良好でしたので、適切な企画であったと考えています。次年度は、より効率よく学べて、
達成感の得られるような内容を心掛けて、講義を企画したいと思います。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.2 4.3 4.0 3.7 4.0 4.2 4.3 4.4

科目名：生化学　（看護学科第１学年後期／必修）
　履修者数：59　配付数：59　回収数：59　回収率：100.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　生化学　担当教員
　本学科は、旧カリキュラム代謝栄養学の生化学領域と感染免疫学の分子免疫学領域を１単位の学科として独立させた内容
になります。アンケートの結果は、従来の代謝栄養学とほぼ同じで、難易度など含め適切な内容であったと思われます。次
年度も本年度同様、わかりやすい講義・構成を心掛けたいと思います。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.5 3.9 3.7 4.0 4.1 4.2 4.3

科目名：感染制御学　（看護学科第１学年後期／必修）
　履修者数：59　配付数：59　回収数：59　回収率：100.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　感染制御学　担当教員
　本科目は、旧カリキュラムの感染免疫学の大部分を受け継ぐ新しい科目でしたが、難易度に関するスコア・全体的な満足度
について、旧カリキュラムと同程度の評価でした。細菌学やウイルス学という基礎的な内容に、感染管理という臨床的な内容
も加えたところ、実習に活かせる内容とのコメントもあり、適切な企画であったと考えています。今後も改善を加え、より良い
企画にしたいと思います。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 4.3 3.8 3.4 3.9 4.0 4.2 4.2

科目名：臨床心理学　（看護学科第１学年後期／必修）
　履修者数：59　配付数：55　回収数：50　回収率：90.9％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　臨床心理学　担当教員
　比較的評価の高い問6や問８については、具体的な事例を紹介したり、実際の心理テストや心理療法に取り組んでもらっ
たことが評価されたものと考え、今後も取り入れて行きたいと考えています。評価が低かった問１については、今後は授業内
容に関連する文献や論文なども紹介しながら、事前に予習出来るきっかけになるような工夫をしていきたいと思います。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.2 4.1 3.8 3.1 3.8 4.1 3.9 4.1

第180号 令和2年9月16日



科目名：基礎看護技術学Ⅱ　（看護学科第 1学年後期／必修）
　履修者数：60　配付数：60　回収数：57　回収率：95.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　基礎看護技術学Ⅱ　担当教員
　予習・出席・復習などの評価は高く、教員と一致するところです。実技試験の担当教員は常勤、非常勤偏りなく配置しています。
また、細かい基準を設け評価しています。実技はその時の状況により微妙に異なります。安全安楽な援助が提供できるよう
点数にかかわらず、練習を継続しましょう。課題の提出時期等に関して賛否様々な意見がありました。時間割など変えられな
い部分もありますが、今後検討したいと思います。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
4.7 4.9 4.8 4.9 4.2 4.0 4.6 4.5

科目名：地域看護学　（看護学科第１学年後期／必修）
　履修者数：59　配付数：58　回収数：58　回収率：100.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　地域看護学　担当教員
　さまざまな看護活動が行われている場ならびに看護職の役割について理解が深まったことから将来、地域医療に貢献でき
るようになりたいなど、今後の学習の動機づけになったようです。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 4.6 4.1 3.9 4.1 4.2 4.3 4.1

科目名：英語Ⅱ A　（看護学科第２学年通年／必修）
　履修者数：61　配付数：61　回収数：59　回収率：96.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　英語Ⅱ A　担当教員
　受講者が各自のペースで課題に取り組み確認テストを受験することにより学習到達度を確認する授業スタイルに変更して4
年目となりました。今年の受講者も非常に熱心に課題に取り組み、計画的に学習していました。来年度からは開講期が変わ
ります。さらに有意義な学習になるよう工夫したいと思います。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.7 4.2 4.3 3.5 4.0 3.9 3.8 4.1

科目名：英語Ⅱ B　（看護学科第２学年通年／必修）
　履修者数：61　配付数：61　回収数：61　回収率：100.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　英語Ⅱ B　担当教員
　I am glad that most nursing students seemed to enjoy English, and to find our class of value. For nurses, English is not 
the most important subject, but English ability is certainly an asset for health care professionals. It is a privilege to teach 
future nurses. Nursing is an essential and noble profession, and nurses are very special people. I understand this well, 
because there are many nurses among my own family and friends. When people hear that you are a nurse, they know 
immediately that you are intelligent, hard-working, dedicated, kind, and trustworthy. I hope that each of our students will 
become the best nurse he or she can be, and be proud to wear the title “nurse”.

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.3 4.0 4.0 3.5 4.1 4.1 3.9 4.2
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科目名：薬理学　（看護学科第２学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：60　回収数：40　回収率：66.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　薬理学　担当教員
　薬理学の講義は、薬物の生体での薬理作用を理解し、これを説明できるようになることを目的としています。非常に少ない
コマ数で、様々な疾患に使用される薬物の薬理作用を講義しているため、進行スピードが速く、細かい説明が不足し、理解
しにくいこともあったかもしれません。これから履修する学生は、講義中の理解を深めるために予習を心がけてください。し
かし、どの診療科でも薬物は使われますので、日頃から薬物がどのようにして効いているのか考える習慣をつけて下さい。きっ
と役に立つと思います。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.5 4.5 3.4 2.7 3.4 3.3 3.4 3.7

科目名：疾病論Ⅰ・Ⅱ　（看護学科第２学年前期・後期／必修）
　履修者数：61　配付数：61　回収数：61　回収率：100.0％
＊評価結果（平均）

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.6 3.8 3.5 2.9 3.8 4.0 4.2 4.4

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　疾病論Ⅰ・Ⅱ　担当教員
　本年度は、例年同様の講義順序で、全体の満足度の評価は、例年並みの得点でした。ほぼ適正な企画であったと考えて
います。本学科は、次年度より新たに臨床病態治療学として生まれ変わりますが、今までの経験をもとに、より充実した内容
を企画したいと思います。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.7 4.1 3.6 3.1 3.7 3.8 3.9 4.2

科目名：公衆衛生論　（看護学科第２学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：61　回収数：53　回収率：86.9％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　公衆衛生論　担当教員
　今年度は、学生からの不満・コメントがほとんどなく、どのような評価であったかの判断が難しいところではありますが、
講義の理解度が２と評価した者が1名いたのでこれを０にする必要があると思いました。また、学生の講義に対する満足度
は3.7でしたが、これを4以上にするのが今後の課題です。次年度は講義の内容をさらに見直していきたいと思います。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.5 4.2 3.4 2.8 3.4 3.6 3.4 3.7

科目名：看護倫理　（看護学科第２学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：60　回収数：54　回収率：90.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　看護倫理　担当教員
　評価は設問すべてが4以上であり、一定の成果はあったと言えます。自由記載に有益なコメントをいくつかいただきました
ので、今後の授業に活かしていきます。看護実践は倫理的基盤のもとに行われるものです、倫理（あるいは看護倫理）のな
いところに看護実践は存在しません。それは看護とは呼べないからです。皆さんには常に看護倫理の内在する看護実践を期
待します。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
4.0 4.8 4.5 4.3 4.0 4.2 4.4 4.3

　履修者数：61　配付数：61　回収数：60　回収率：98.4％
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科目名：看護理論　（看護学科第２学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：61　回収数：59　回収率：96.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　看護理論　担当教員
　昨年度はすべて4以上でしたが、今回は到達目標、難易度、学習意欲について3台の評価となりました。自由記載で指摘
のあった実習の前後の課題遂行やmanabaでの資料提示のタイミング等、次年度は改善を図りたいと考えています。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
4.5 4.9 4.4 4.1 3.9 3.7 3.9 4.1

科目名：成人看護学Ⅰ　（看護学科第２学年通年／必修）
　履修者数：61　配付数：60　回収数：52　回収率：86.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　成人看護学Ⅰ　担当教員
　　問4～8の評価が3.5前後と例年の４点前後に比べ低い傾向でした。
　難易度は、例年の成人看護学Ⅰの内容と変更していないのですが、予習が不十分なため理解につながらなかった可能性が
あります。評価の低い予習について、その内容を明確に指示するなどして、授業準備をした状況で講義が受けられるようにす
る必要があると思いました。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.6 4.0 3.8 3.5 3.4 3.6 3.5

科目名：小児看護学　（看護学科第２学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：61　回収数：57　回収率：93.4％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　小児看護学　担当教員
　問1「予習」3.1、問4「復習」3.6であり、学生の自己学習に関する項目が極端に低い結果となりました。また、その影響
もあるのか、問5「到達目的の最終達成」3.9と他の項目と比べて低い結果となりました。しかし、問7「学習意欲」や問8「満
足」は4.0台であり、学生にとって概ね満足できる内容であったと考えます。今後は学生の主体性や自主性がもっと発揮でき
るような授業内容を検討していきたいと思っております。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.4 4.1 3.6 3.9 4.0 4.2 4.3

科目名：高齢者看護学Ⅰ　（看護学科第２学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：61　回収数：56　回収率：91.8％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　高齢者看護学Ⅰ　担当教員
　全体として3点台後半の点数であった。レポート課題が多いとのコメントがあった。文献を調べたり、膨大な時間が掛か
る課題を課しているわけではなく、自身の考えを整理するためのものがほとんどなので意図と必要性を理解していただきたい。
ただ、試験期間に近い時期にならないよう配慮したい。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
2.8 4.3 3.8 3.6 3.7 3.9 3.7 3.8
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科目名：母性看護学　（看護学科第２学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：55　回収数：39　回収率：70.9％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　母性看護学　担当教員
　学習意欲や満足感は4.1点、3.9点と、一定の評価が得られたと評価する。次年度も同様の評価が得られるよう、引き続
き講義内容をより洗練して提示し、満足感の得点を4点台にできるよう努力する。設問中、事前の予習をしたか対する得点3.4
点で最も低く、授業の難易度も3.7点で “やや難しい”という印象を持たせたことが推察される。そこで、次年度はmanaba
をより活用し、予習箇所の提示等をより積極的に実施していきたい。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.4 4.7 4.2 3.8 3.8 3.7 4.1 3.9

科目名：精神看護学Ⅱ　（看護学科第２学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：61　回収数：53　回収率：86.9％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　精神看護学Ⅱ　担当教員
　全体的な評価としては、学生のみなさんにある程度の内容は学んでもらえたのかと評価しております。一方で、予習をして
もらえるような工夫に関しては来年度に向けての課題であり、資料も多く提示しているので、その連動で学びを深められるよ
うに考えています。また、障害の理解はしっかりできるように実習してもらいたいので、知識と看護のつながりも理解できる内
容にしていきます。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.1 4.1 3.9 3.3 3.8 3.9 4.0 4.1

科目名：看護研究Ⅰ・Ⅱ　（看護学科第３学年通年／必修）
　履修者数：60　配付数：55　回収数：47　回収率：85.5％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　看護研究Ⅰ・Ⅱ　担当教員
　看護研究は、Ⅰで研究の基礎を学習し、Ⅱではこれまで学んできたことを踏まえて、研究計画書を作成方法を習得するこ
とが目標となります。本年度は前任者の照井先生から引き継いだ最初の年でしたが、研究を行うことに対する学生の意識を
高めるには至らず、看護研究Ⅱで何をしてよいかわからなくなったとの意見も見られました。次年度は、これらを反省材料とし
て研究方法について必要な知識を十分に身に着けるようカリキュラムを見直して講義・演習に臨みたいと思います。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.0 4.6 4.0 3.5 3.6 3.4 3.4 3.2

科目名：卒業研究　（看護学科第４学年通年／必修）
　履修者数：59　配付数：59　回収数：43　回収率：72.9％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　卒業研究　担当教員
　卒業研究は、看護学科における4年間の学習の総まとめであることもあり、卒業研究に臨む学生の姿勢は非常に高いもの
があったと思います。一年間の期間を通して、担当教員を決める時期をもう少し早くしてほしかったとの意見があったが、そ
の他の問題については大きな問題もなく学生の満足度も比較的高いものであったように思います。次年度は3年生の担任が
コーディネーターを担当するので、必要な情報を引き継ぎ役割を終えることができました。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8
3.5 4.7 4.5 4.2 4.0 3.9 4.1 4.2
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科目名：統計学実習　（医学科第１学年後期／必修）
　履修者数：106　配付数：104　回収数：101　回収率：97.1％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　統計学実習　担当教員
　Your satisfaction with the lecture was low, a rating of 4.4; for example, the previous rating was 4.7 or higher. Since there 
is no comment, it is unclear what point should be improved. As for the outcome of the reports, you have been working on 
issues carefully. You can study past reports, but there are not many reports with individuality. We should be more free to 
express what we have learned. Thank you.
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
2.7 4.8 4.3 4.4 4.6 4.6 4.6 4.2 4.5 4.4 4.2 4.2 4.4 4.2 4.4 4.5 4.5 4.4
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科目名：基礎化学実習　（医学科第１学年後期／必修）
　履修者数：107　配付数：106　回収数：105　回収率：99.1％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　基礎化学実習　担当教員
　他の実習とは異なり、基礎化学実習では反応性の高い危険な試薬を用いた実験を行います。1年生の皆さんは化学薬品や
ガラス器具・秤量／測定機器の取り扱いに慣れていませんので、毎回の実験前に1.5～2時間程度の時間を使い、安全教育
（試薬の扱いや化学物質の廃棄の仕方、器具の扱い方、万が一事故が起きたときの対処方法など）と秤量／測定機器の取り
扱いを説明しています。これにより、皆さんの理解も深まり、安全に実験を進めることができています。さらに基礎化学実習
では自然科学に取り組む基本的な態度を学習・経験する機会でもあります。そのなかでも、レポート提出はとても重要です。
授業評価の項目の中でレポートの内容や量が多すぎるという評価が毎年寄せられていますが、皆さんには常識的な範囲でレ
ポート提出を課しています。また、レポート最終提出締切りが試験期間内に設定されていることを問題視するコメントも毎年
寄せられていますが、実習の中で最終提出締切りに全てのテーマのレポートを提出するのではなく、毎週提出するか数回に分
けてレポート提出するように頻繁に指導しています。実際にそのようにレポート提出をしている一定数の方々がいらっしゃいま
すので、全く的外れなコメントと言わざるを得ません。医学部は他学部より短い時間で、多くのことを学習しなければならな
いという現実をよく理解して行動していただきたいと思います。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
3.8 4.9 4.6 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.2 4.4 4.3 4.1 3.6 3.9 4.3 4.5 4.4 4.1

科目名：心理・コミュニケーション実習　（医学科第１学年後期／必修）
　履修者数：106　配付数：106　回収数：95　回収率：89.6％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　心理・コミュニケーション実習　担当教員
　本実習は，介護施設でのユマニチュード実習、心理学実習、模擬患者実習により構成されている。本年度の学生の満足
度は4.2，実習全般の評価は4.0-4.3となり、どちらも昨年度より上昇した。一方，学生自身の受講態度は4.3となり、昨年
度と比べて低下した。これらの原因として考えられる要因のひとつは、本年度に実習内容を負担軽減の方向に沿って見直した
ことである。全体的な負担が軽減した結果、実習自体の評価は上昇し、学生の受講態度は下降したのかもしれない。しかし、
負担軽減にもかかわらず、本年度のレポート分量の評価は昨年度よりも低下した。したがって、今後はレポート課題の本格的
な削減について検討する必要があると思われる。

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
3.4 4.8 4.3 4.2 4.4 4.3 4.3 4.3 4.3 4.1 4.0 4.1 3.4 4.1 4.1 4.4 4.4 4.2

科目名：形態学実習Ⅱ　（医学科第２学年後期／必修）
　履修者数：133　配付数：133　回収数：119　回収率：89.5％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　形態学実習Ⅱ　担当教員
　全般的には例年通りの評価を得ていると考えている。問6の指導教員の数の評価が低かった。今年度は教員の欠員と産
休が重なり、2人だけで指導していたことが多かった。学生の人数が多かった中で、十分な指導人数が確保できなかった点は
お詫びしたい。次年度以降は4人体制に戻る見込みである。今後もAV教材の充実も含めて努力していくが、学生自身の努
力も期待する。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
4.3 4.7 4.6 4.6 4.6 3.1 4.5 4.2 4.6 4.6 4.3 4.2 4.4 4.6 4.4 4.6 4.6 4.6
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科目名：医療社会学実習　（医学科第２学年通年／必修）
　履修者数：132　配付数：130　回収数：80　回収率：61.5％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　医療社会学実習　担当教員
　　グループ発表の内容や提出物などを評価したところ、各グループが調査を実施して成果を出したことが改めて伝わってき
ました。履修した学生のコメントを読むことで、第2学年は調査に集中しづらい時期であること、グループの一部のメンバー
に負担が集中しがちであることなどがわかりました。このような問題にできる限り対応することで、今後も医療社会学や質的
調査への理解が深まる実習を実施していきたいと考えています。
　
　

科目名：生体観察実習　（看護学科第１学年後期／必修）
　履修者数：59　配付数：59　回収数：58　回収率：98.3％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　生体観察実習　担当教員
　生体観察実習は例年通の評価で満足している。一部の実習で説明を詳しくしてほしいとの要望があった。関連する教員と
協議の上、対応していきたい。解剖実習見学についてもっと見学時間、回数がほしいとの要望が出ていた。現在の体制では
回数の増加は難しいので、密度の高い実習となるよう、資料等の充実を図っていきたいと考えている。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
2.9 4.8 3.9 3.5 4.0 3.2 3.2 3.1 3.3 3.2 2.7 3.0 2.8 2.5 3.5 3.8 3.8 2.6

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
4.0 4.8 4.5 4.2 4.4 4.3 4.3 3.7 4.3 4.4 3.8 4.1 4.2 4.2 4.3 4.3 4.3 4.3

科目名：実践看護技術学Ⅱ　（看護学科第３学年後期／必修）
　履修者数：60　配付数：60　回収数：58　回収率：96.7％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　実践看護技術学Ⅱ　担当教員
　実践看護技術学Ⅱは、入院、手術後、手術からの回復期、在宅での 痛管理という患者状況を設定し、それぞれの場面
に必要な看護援助を演習、自己学習、技術試験という構成で学ぶプログラムでした。
　　学生の皆さんは、自主的に技術習得に向けて練習し、試験に臨んでいました。この学びを臨地看護学実習で十分に活用
してほしいと思います。
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18
4.6 4.9 4.8 4.7 4.7 4.6 4.5 3.9 4.6 4.6 4.5 4.6 4.7 4.6 4.3 4.6 4.6 4.6
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科目名：基礎看護学実習Ⅱ　（看護学科第２学年後期／必修）
　履修者数：61　配付数：60　回収数：57　回収率：95.0％

＊評価結果（平均）

＊評価に対するコメント 　基礎看護学実習Ⅱ　担当教員
　看護職を目指す意欲が高まった、実習は満足できるものであったが4.2との評価で担当教員一同嬉しく思います。高い評
価項目に関しては教育方法等を継続していきたいと思います。また、教員間および臨地看護実習指導者との連携が図れるよ
う今後も検討していきたいと思います。
　
　

問1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問10 問11 問12
4.4 3.9 4.1 3.9 4.1 4.1 4.0 4.2 4.1 4.4 4.2 4.2
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